
世小研テーマ 

数学的な見方・考え方を働かせて問題解決に取り組む児童の育成 

 

世田谷算数夏季セミナーのテーマ 

「変わり方」の指導  ～ 関数の考え ～ 

 

１．「変わり方」の指導に焦点を当てて 

「変わり方」は、第 4学年から指導する。「変わり方」では、どんな数学的な見方・考え方を働かせるように指導

するのだろうか。児童は、第４学年の「変わり方」で働かせた数学的な見方・考え方を、第 5、６学年でどう生かして

問題解決に取り組むのだろうか。よりよく数学的な見方・考え方を働かせるための授業や教材のあり方は、どうあ

るべきだろうか。 

   【 4年  「変わり方」 】       【 5年 「2つの量の変わり方」 】     【 6年 「比例と反比例」】 

 

本セミナーでは、第 4学年と第 5学年で指導する「変わり方」に焦点を当ててそれぞれ授業実践を行い、その

中で見られた児童の数学的な見方・考え方と、それらを働かせて問題解決に取り組むための教材や授業のあり方

などについて議論することで、テーマについて深めていくことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 



２．「変わり方」では、何を指導するのか 

そもそも、教科書単元にある「変わり方」では、何を指導するのだろうか。 

学習指導要領上は C「変化と関係」領域に該当する。学習指導要領解説には、「C変化と関係」領域について

次のように解説されている。 

 

「③変化や関係を把握する力の育成の重点化と統計教育の充実：数量関係領域の充実 

従前の「数量関係」は，主として，関数の考え，式の表現と読み，及び資料の整理と読みの三つの

下位領域からなるものであったが，今回の改訂により，従前の「数量関係」の内容を新たに設けた

「変化と関係」と「データの活用」に移行した。これにより，数量の変化や関係に着目した考察を重

視するとともに統計教育の基礎を充実することにした。 

「変化と関係」の領域の新設については，算数科で育成を目指す資質・能力の重要な事項に，事象

の変化や関係を捉えて問題解決に生かそうとすることがあり，これが従前から「関数の考え」として

重視されてきたことを踏まえ，今回の改訂において，事象の変化や関係を捉える力の育成を一層重視

し，二つの量の関係を考察したり，変化と対応から事象を考察したりする数学的活動を一層充実する

ために，従来の「数量関係」領域の考え方を生かすものとして，上学年に設けた。この領域の内容は，

中学校数学の「関数」領域につながるものであり，小学校と中学校の学習の円滑な接続をも意図して

いる。 

なお，「変化と関係」領域を上学年に位置付けたのは，従来の「数量関係」の領域における「関数

の考え」を育成する内容が，伴って変わる二つの数量の関係（第４学年），簡単な比例（第５学年），

比例と反比例（第６学年）など，上学年に位置付けられていたことを踏まえたものである。しかしな

がら，下学年においても，数や図形の等の考察において，数の関係を考察したり，変化の規則に注目

したりする場面が多いことに注意が必要であり，そのような場面は「関数の考え」の素地指導をする

重要な機会である。(pp.40-41)」 

 

変化や関係を把握する力の育成を重点化する目的から、従前の領域「数量関係」における第 4学年「伴って

変わる二つの数量の関係」、第 5学年「簡単な比例」、第 6学年「比例と反比例」など、上学年に位置付けられ

ていた「関数の考え」を育成する内容を「C変化と関係」として新しい領域が設けられ、中学校数学の領域「関

数」への接続も意図した数量関係領域の充実が示されている。よって、教科書単元「変わり方」は、中学校数学で

指導される「関数」に向けた、小学校算数で「関数の考え」を育てるための内容である。 

では、「関数の考え」とは何か。学習指導要領解説には、次のように記されている。 

 

「④事象の変化と数量の関係の把握 

算数科の内容の重要な事項に，身の回りの事象の変化における数量間の関係を把握してそれを問

題解決に生かすということがある。これが関数の考えである。問題解決において，ある数量を調べる

ためにそれと関係のある他の数量を見いだし，それら二つの数量の間に成り立つ関係を把握してそ

の問題を解決する際に用いられる方法である。それは次のような過程を経る。 

 



(a) 二つの数量や事象の間の依存関係を考察し，ある数量が他のどんな数量と関係付けられるの

かを明らかにすること 

(b) 伴って変わる二つの数量について対応や変化の特徴を明らかにすること 

(c) 二つの数量の間の関係や変化の特徴を問題解決において利用すること 

 

この関数の考えのよさは，二つの数量間の対応関係に気付き，それを用いることによって，複雑

な問題場面をより単純な数量関係に置き換えて考察し，より効率的かつ経済的に作業を行えるとい

う点にある。また，身の回りの事象を理想化・単純化して，数学的に処理したり，問題場面の構造

をより簡潔・明瞭・的確に捉えて問題を発展的に考察したりすることを可能にするよさもある。算

数科では，具体的な関数としては，比例を中心に扱い，比例の理解を促すために反比例についても

学習する。さらに，様々な事象における二つの数量の関係について，それらの数量の間に成り立つ

比例関係を前提として乗法的な関係から把握される「割合」について学習する。割合は，二つの数

量を比較するときに用いられる関係であり，またその関係を表現する数でもある。（p.35）」 

 

 身の回りの日常事象の例として、誕生日が同じ姉妹の年齢

の場面で言えば、1年後、2年後、3年後…と変わっていく年

齢の変化における姉妹の年齢の関係を把握することで、何年

後の年齢でも把握することができる。姉と妹の年齢が、何年後

であっても「3歳差」となって対応していることに気づき、それを

用いることによって単純に処理することができる。 

姉と妹の年齢の関係を式に表すと、 

（姉の年齢） － ３ ＝ （妹の年齢） 

              □ － ３ ＝ 〇 

と、二つの数量の関係を単純な式で表すことができる。この対応関係を用いれば、ある年に姉が妹の年齢を知り

たい場合、（自分の年齢）－3で妹の年齢を求めることができる。 

「関数の考え」とは、このような身の回りの事象の変化における数量間の関係を把握して、それを問題解決に生

かす目的で、問題解決において，ある数量を調べるためにそれと関係のある他の数量を見いだし，それら二つの数

量の間に成り立つ関係を把握してその問題を解決する際に用いられる方法であることが示されている。 

 

３．「変わり方」で働かせる数学的な見方・考え方とは、何か 

学習指導要領解説における「C変化と関係」領域で働かせる数学的な見方・考え方に着目した内容整理で

は、「①伴って変わる二つの数量の変化や対応の特徴を考察すること」の中で、関数の考えについて解説されてい

る。 

「関数の考え 

事象の変化を捉えて問題解決に生かす資質・能力の中核となるのは，関数の考えである。関数の

考えとは，数量や図形について取り扱う際に，それらの変化や対応の規則性に着目して，事象をよ

りよく理解したり，問題を解決したりすることである。この考えの特徴は，ある数量を調べようと



するときに，それと関係のある数量を見いだし，それらの数量との間にある関係を把握して，問題

解決に利用するところにある。関数の考えによって，伴って変わる二つの数量を見いだし，それら

の関係に着目し，変化や対応の特徴や傾向を考察できるようにする。また，関数の考えは，この領

域にとどまることなく，全ての領域の内容を理解したり，活用したりする際に用いられる汎用性を

有している。従って，関数の考えによって，数量や図形についての内容や方法をよりよく理解した

り，それらを活用したりできるようにすることも大切である。関数の考えを生かしていくために，

次のようなことに配慮することが大切である。第一に，ある場面での数量や図形についての事柄

が，ほかのどんな事柄と関係するかに着目することである。例えば，ある数量が変化すれば，ほか

の数量が変化するのかどうか。ある数量が決まれば，ほかの数量が決まるのかどうか。ある図形の

要素などが決まれば，ほかの要素や事柄が決まるのかどうか。そうした関係に着目することで，二

つの事柄の間の依存関係を調べることができるようになる。これが，関数の考えの第一歩である。

その際，考察の対象となる事柄の範囲を明確にすることも大切である。第二に，二つの事柄の変化

や対応の特徴を調べていくことである。伴って変わる二つの数量の間には，変化や対応の規則性な

どの関係を見付けられることがある。その際，数量やその関係を言葉，数，式，図，表，グラフを

用いて表すことで，そのように表現されたものから，さらに詳しく変化の様子や対応の規則性を読

み取ることもできるようになる。第三に，上のようにして見いだした変化や対応の特徴を，様々な

問題の解決に活用するとともに，その思考過程や結果を表現したり，説明したりすることである。

ここでは，用いた方法や結果を見直し，必要に応じて，目的により適したものに改善することもあ

る。関数の考えは，これら一連の過程を通して問題解決に生かされるものである。（pp.61-63）」 

 

関数の考えを事象の変化をとらえて問題解決に生かす資質・能力の中核とし、「C変化と関係」領域にとどまる

ことなくすべての内容を理解したり活用したりする際に用いられる汎用性を有していることを示すとともに、関数の

考えを問題解決に生かす一連の過程を解説している。 

その上で、数学的な見方について、次のように解説している。 

 

「伴って変わる二つの数量の関係に着目すること 

これは，ある数量の大きさを知りたいとき，その数量を直接考察することが難しい場合などに，

他の関係する数量に置き換えて考察できないかと考え，ある数量が他のどんな数量と関係が付けら

れるかを明らかにしていくことである。第４学年では，加法，減法，乗法，除法のいずれか一つの

演算が用いられる具体的な場面において，伴って変わる二つの数量を見いだし，それらの関係に着

目する。求めたい数量の大きさに対して，その数量を直接調べにくいときなどに，それと関係のあ

る他の数量を使って調べられないかと考えて，可能性のある数量を見いだしていく。第５学年で

は，簡単な場合についての比例の関係や加法と乗法など二つの演算が必要な場面に関わって，伴っ

て変わる二つの数量を見いだし，それらの関係に着目する。第６学年では，日常の事象における伴

って変わる二つの数量の関係に考察の対象を広げ，比例の関係にあるものを中心に，伴って変わる

二つの数量を見いだし，それらの関係に着目する。日常生活で，ある数量を直接調べることが難し

い場面において，調べやすく，かつ，その数量と比例の関係にあるとみることのできる別の数量を

見いだす。厳密に考えれば誤差があり，比例の関係ではないことも考えられるが，比例の関係にあ



るとみることで，問題を解決する見通しをもつことができる。（p.61-63）」 

 

数学的な見方の解説内容を学年ごとに、次の表のように整理した。 

 

数学的な見方 

第 4学年 第 5学年 第 6学年 

伴って変わる二つの数量を見いだし，それらの関係に着目する 

場面 加法，減法，乗法，

除法のいずれか

一つの演算が用

いられる具体的な

場面において 

簡単な場合につい

ての比例の関係や 

加法と乗法など 

二つの演算が必

要な場面において 

日常の事象における伴って変わる二つ

の数量の関係に考察の対象を広げ， 

比例の関係にあるものを中心に， 

二つの数量を見出す 求めたい数量の大きさに対して，その数

量を直接調べにくいときなどに， 

それと関係のある他の数量を使って調

べられないかと考えて，可能性のある数

量を見いだしていく。 

日常生活で，ある数量を直接調べるこ

とが難しい場面において， 

調べやすく，かつ，その数量と比例の関

係にあるとみることのできる別の数量を

見いだす。 

厳密に考えれば誤差があり，比例の関

係ではないことも考えられるが，比例の

関係にあるとみることで，問題を解決す

る見通しをもつことができる。 

 

伴って変わる二つの数量を見出し、それらの関係に着目する数学的な見方は、第４学年では、求めたい数量の

大きさに対して，その数量を直接調べにくいときなどに，それと関係のある他の数量を使って調べられないかと考

えて，可能性のある数量を見いだすことである。教科書で言えば、周りの長さが 18cmの長方形が何種類できる

かを求めるために、一つ一つ異なる形の長方形をつくっていくのが大変だから、形が異なる長方形から縦と横の

長さを使って調べられないかと考え、できた長方形の縦と横の長さを記録していくこと（p.53）である。 

第 6学年では、考察対象を日常事象に広げ、ある数量を直接調べることが難しい場面において，調べやすく，

かつ，その数量と比例の関係にあるとみることのできる別の数量を見いだすことである。教科書で言えば、画用紙

の枚数を 1枚ずつ数えて調べることが難しい場面（p.125）において、枚数と比例関係にあるとみることができる

重さを見出すことである。 

第 4学年では一つの演算が用いられる場面において、第 5学年では二つの演算が必要な場面において、第

6学年では比例関係にあるものを中心にそれぞれ場面を設定することが示されている。 

 

 

 

 



            【 第 4学年 変わり方 】                   【第 6学年 比例と反比例 】 

 

さらに、数学的な考え方について、次のように解説している。 

 

「変化や対応の特徴を考察すること 

これは，二つの数量の関係を，表や式，グラフを用いて表現し，また，読み取ることを通して，二

つの数量の変化や対応の特徴を見いだしていくことである。第４学年では，変化の様子を表や式，折

れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったりする基礎的な技能を指導する。そして，表

や式を用いて，一方が１ずつ増えたときに，他方が１ずつ減る，２ずつ増えるなどの変化の特徴や，

和が一定，差が一定，一方を定数倍すると他方になるなどの対応の特徴を見いだす。第５学年では，

簡単な場合について比例の関係を指導する。そして，簡単な場合についての比例の関係や加法と乗法

など二つの演算が必要な場面に関わって，一方が２倍，３倍，…になると，他方も２倍，３倍，…に

なるなどの変化の特徴や，□＝２×△，□＝３×△＋１などの式で表される対応の特徴を見いだす。

第６学年では，比例の関係の意味や性質，また，比例の理解を促すために反比例を指導する。そして，

比例の関係を用いて問題を解決する場面において，目的に応じて表や式，グラフを用いて，伴って変

わる二つの数量の関係を表現して，比例の関係についての変化や対応の特徴を見いだす。（p.61-63）」 

 

 

 

 

 

 

 



数学的な考え方の解説内容を学年ごとに、次の表のように整理した。 

 

数学的な考え方 

第 4学年 第 5学年 第 6学年 

変化や対応の特徴を考察する 

指導すること 変化の様子を表や式，折れ線

グラフを用いて表したり，変化

の特徴を読み取ったりする 

基礎的な技能 

簡単な場合について 

比例の関係 

比例の関係の意味や性質， 

また，比例の理解を促すため

に反比例 

変化の特徴 表や式を用いて， 

一方が１ずつ増えたときに， 

他方が１ずつ減る，２ずつ増え

るなど 

一方が２倍，３倍，…にな

ると， 

他方も２倍，３倍，…にな

るなど 

比例の関係を用いて問題を

解決する場面において，目的

に応じて表や式，グラフを用

いて，伴って変わる二つの数

量の関係を表現して，比例の

関係についての変化や対応

の特徴を見いだす。 

対応の特徴 和が一定，差が一定， 

一方を定数倍すると他方にな

るなど 

□＝２×△， 

□＝３×△＋１などの式で

表される 

 

考察する変化や対応の特徴は、第 4学年で変化の様子を表したり読み取ったりする基礎的な技能を、第 5学

年では簡単な場合について比例の関係を、第 6学年では比例の理解を促す反比例をそれぞれ指導することが明

記されている。その中で、その学年に応じた場面の変化や対応の特徴を見出していくことが示されている。 

 

   【 4年  「変わり方」 】       【 5年 「2つの量の変わり方」 】     【 6年 「比例と反比例」】 

 

 



４．数学的な見方・考え方を働かせて問題解決に取り組む授業づくり 

「変わり方」の指導では、中学校数学で指導される「関数」に向けた「関数の考え」を育てることが目標となる。 

「関数の考え」とは、身の回りの事象の変化における数量間の関係を把握して、それを問題解決に生かす目的

で、問題解決において，ある数量を調べるためにそれと関係のある他の数量を見いだし，それら二つの数量の間に

成り立つ関係を把握してその問題を解決する際に用いられる方法である。関数の考えは、事象の変化をとらえて

問題解決に生かす資質・能力の中核を成し、「C変化と関係」領域にとどまることなくすべての内容を理解したり

活用したりする際に用いられる汎用性を有している。 

第 4学年、第５学年においては、求めたい数量の大きさに対して，その数量を直接調べにくいときなどに，それと

関係のある他の数量を使って調べられないかと考えて，可能性のある数量を見いだす数学的な見方を働かせ、そ

れらの変化の様子を表や式に表すことで変化や対応の特徴を見いだす数学的な考え方を働かせて問題解決に

取り組む授業を目指す。 

 

授業づくりの視点   関数の考えを育てる 

求めたい数量の大きさに対して，その数量を直接調べにくいときなどに， 

それと関係のある他の数量を使って調べられないかと考えて， 

可能性のある数量を見いだし、（数学的な見方を働かせる） 

それらの変化の様子を表や式に表すことで 

変化や対応の特徴を見いだし、（数学的な考え方を働かせる） 

問題解決に取り組む授業 

第４学年  加法，減法，乗法，除法のいずれか一つの演算が用いられる 

具体的な場面（□＋△＝３，など） 

第５学年  加法と乗法など二つの演算が必要な場面（□＝３×△＋１，など） 


